
お知らせ    令和６年 １月 吟道館本部   
Ⅰ.行事          .令 和 ６ 年 行 事 予 定 
令和６年１月２１日（日）本部初吟会               タワーホール船堀２F桃源の間 
    ３月１０日（日）教師審査  申請締切２月１２日(月・祝)         吟道館本部 
    ３月２０日（水･祝）第３回長詩発表会 締切２月２６日(月) 月島社会教育会館４Ｆホール 

４月２９日（月･祝）吟道館流 静の吟 動の吟コンクール締切３月２９日(金) 月島社会教育会館４Ｆﾎｰﾙ 
５月１２日（日）伊勢崎吟詠会せいねん部３５周年記念発表会  伊勢崎文化会館小ホール 
６月１６日（日）第６１回石童丸千葉予選 締切５月１５日（水）     野田興風会館 

    ６月３０日（日）第６１回石童丸東京予選  締切５月３１日(金)  ﾀﾜｰﾎｰﾙ船堀５Ｆ小ホール 
    ７月２８日（日）第６１回石童丸決勝大会 締切７月１日(月)   ﾀﾜｰﾎｰﾙ船堀５F小ホール 

８月２４日（土）第６６回支部対抗コンクール 締切７月２６日(金) 亀戸文化ｾﾝﾀｰ３Ｆﾎｰﾙ 
９月 ８日（日）群馬教師師範会２０周年記念吟詠大会        伊勢崎市民プラザ 

   １０月２７日（日）吟道館流創立６５周年記念大会             銀座中央会館    
令和６年能登半島地震により亡くなれた方々に心よりお悔やみを申し上げると共に、被災された多くの
皆様に心よりお見舞いを申し上げます。私達は私達の日常を大事にしっかりと送りながら、出来る事で
協力していくべきではないかと考えている次第です。 
新年明けましておめでとうございます。本年は本部創立６５周年記念の年。皆様の変わらぬご支援、御
協力を頂戴し、実り有る年にして参りたいと思います。久しぶりの本部初吟会から始まり、各発表会、
各コンクール等をしっかり納め、１０月創立６５周年大会へ力強く進んで頂きます様に御願い致しま
す。今月中には企画委員有志と一緒に考えた６５周年大会に対する各支部への御願いが届きます。どう
ぞ楽しみにお待ち下さい。今年こそ長く続いたコロナ禍の影を振り払い、私達の詩吟をしっかり取り戻
して参りましょう。本年もどうぞよろしく御願い致します。  
・支部費・師範年会費納入についての御願い 令和６年度の支部費、師範年会費の納入を御願い致し 

ます。支部費の額については、先頃改訂させて頂いた新たな規定を御確認頂きます様お願い致します。 

また従来通り師範の資格を取得されている方は師範年会費として 3,000円本部へ納入を御願い致します。 

各支部長さんには大変御手間をおかけしますが、何卒よろしく御願い致します。※納入は本部で直接、 

または振込か書留でお願いします。振込先 郵便振替００１４０-２-７６０８５３ (有)六声社(ﾘｸｾｲｼｬ)  
➀本部初吟会    １月２１日（日）          タワーホール船堀２Ｆ桃源の間 

開場１０時半 １１時～１２時半（詩吟） １２時半～１５時（宴席） 参加費１万円 
お陰様にて定員１４０名が満員となりました。しかし締切り前にも関わらず、お断りする方、多数の情況に 
なってしまいました事、心よりお詫び申し上げます。来年以降の会場及び定員を改めて良く検討したいと思
います。今回の披露吟は２１名。（新師範、支部対抗優勝者含む）出吟者は９時から１１時まで２Ｆ蓬莱の間
で声出し可能です。時間厳守にてしっかり練習を行って本番に臨んで下さい。 この度は１１時には御参加 
皆様全員に御着席頂き、披露吟をお聞き頂いたり６５周年の合吟に参加して頂きたいと思います。 
 

②四段審査  今年も四代館長によるテープ審査と致します。※ＬＩＮＥ等の音声データ送付も可。 

課題 「桂林荘雑詠塾生に示す」「富士山」「和歌 よもの海」 

要項 上記三題から１つを選びカセットテープまたは音声データに吟題から録音し、本部へ郵送（送付）。 
※音声データ送付先はお問い合わせください。※受験者は所属支部長の了解を得る。 
※コンダクターの前奏を使用する事が望ましいが、無くても可。※テープは返却しない。 
審査実施期間 令和６年２月１日～６月３０日までに届いたテープ及びデータを審査する。 
費 用 四千円 支払いは書留か振込 振込先 郵便振替 ００１４０－２－７６０８５３(有)六声社 

審査結果はテープ・データが届き次第個別に審査し、１週間程度で所属支部長へ伝達する。  
・教師審査について     審査費用 四千円  申請締切 ２月１２日（月） 

今年度は３月１０日(日)午後１時から対面審査で実施する。（吟道館本部にて）※９月期にも実施予定。  
教師審査課題１０題  舟大垣を発して桑名に赴く 京都八幡山崎を過ぐ  月夜に梅花を見る 

漫述  天草洋に泊す 八幡公 壇ノ浦に泊す 貧交行  和歌 たわむれに  和歌 やすくにの 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・免状発行について 
 初段から七段の免状発行は年四回とします（２／１付、６／１付、９／１付、１２／１付） 

 師範・教師・八段については４/１付、１０/１付。 

お稽古回数券 新しい回数券を販売します。恐縮ですが、割引率が変更になり１万円分に対し 
千円お得なチケットです。よろしければ引き続きご活用下さい。 

 

(ﾘｸｾｲｼｬ) 



３月２０日(水･祝) 月島社会教育会館４階ホール 
出吟料 ３000 円 ※コンダクター前奏のみ(立見台有り) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

⑤第６６回支部対抗コンクール ８月２４日（土）亀戸文化センター３Ｆﾎｰﾙ(JR亀戸駅北口徒歩 1分)  
今回は６５周年大会との関係を鑑み早めの開催です。いち早く取り組んで頂く事を希望します。 
課題吟「中 庸」「川中島」「和歌 あさみどり」 出吟料 ４０００円  申込み締切７月２６日(金)  

出吟料は事前に本部までお納め頂きます様お願い致します。 

新 
１月２５日(木)１６時 汪倫に贈る(１６P) 凱旋(１９Ｐ) 
２月２２日(木)１６時 華道(２１Ｐ) 佳賓好主(２２Ｐ) 
定員は８名(1 人での参加も可。最大８名で一緒に勉強するという事) 
場所：本部 参加費用：1 人 2000 円 講師：四代心風 
好きな日程を選んで本部へ申し込む事(電話・FAX・メール) 

新教本第１編  
勉強会 

毎月第４木曜 １６時 

三巻勉強会 三巻勉強会を再開します。三巻吟譜を味方に挑戦の幅を広げましょう。 
・日時：毎月第四木曜 ・場所：本部教室 ・受講料：各回二千円 ・講師：四代心風 
・時間：１０時半～１２時半の回／１３時半～１５時半の回※各回８人まで(先着登録制) 

          １月２５日(木) 祝言 酒に対す(１６P)※弔慰式は合吟のみ 
 ２月２２日(木) 秋浦の歌(１６Ｐ) 江南の春(１７Ｐ) 

・八行以上、どんなに長くても OK ・詩文は見ても構いません。吟じ切る事を目標にしましょう
う。 

今回も締切り前ですが人数的、時間的に一杯になりましたので締切りと致します。 

毎月第１木曜 １３時  ※新Ⅲ編教本の和歌を除いてページ毎に進んで行く 

１月は第２木曜１１日 13時 冬が来る(12P) ２月は１日(木) 13時 水の上(13Ｐ) 
定員は８名(1 人での参加も可。最大８名で一緒に勉強するという事) 
場所：本部 参加費用：1 人 2000 円 講師：四代心風 
好きな日程を選んで本部へ申し込む事(電話・FAX・メール) 

近代詩勉強会 

４月２９日(月･祝)  月島社会教育会館４階ホール 
以下「静の吟」の部、または「動の吟」の部より１題選びエントリーする。 
出場者の中から各部成績優秀者を決定する。(詩文メモはなるべく見ない事) 

「静の吟」 静夜思  峨眉山月の歌  胡隠君を尋ぬ  清明 
「動の吟」 廬山瀑布を望む  赤馬ヶ関  名槍日本号  信長出陣(漢詩のみ) 

③第３回長詩発表会 

館長による個人稽古 御要望が有りましたので個人での稽古を設定します。今年のコンクール
や長詩発表会の稽古に活用してください。各１時間１５分。好きな日時を選んで申込んで下さい
(先着順)。必ず直接の先生か、所属の支部長へお声がけを御願いします。稽古費用１回 3000 円 

２月２日(金)・３月１日(金) ①１０時～１１時１５分 ②１１時３０分～１２時４５分 

③１３時～１４時１５分  ④１４時３０分～１５時４５分 ⑤１６時～１７時１５分 

④吟道館流 静
せい

の吟 動
どう

の吟コンクール 

出場資格：不問  出吟料４０００円※両方の部への出吟も可。その場合の出吟料は６千円。 

同日、三段以下の皆様による独吟コンクールを行います 
課題「川中島」「富士山」「貧交行」「早に白帝城を発す」 

出場資格：三段まで  出吟料４０００円 (詩文メモは見ても良い)  
※両部門共コンダクター前奏のみ 両部門共申込締切３月２９日(金) 

※静の吟、または動の吟へ出場し、独吟の部へ出場する事も可。その場合の出吟料は６千円。 
※お弁当のお申込みを受け付けます。７００円(お茶付き) 

 

６５周年記念企画  

※尚、各部門優勝者３名には６５周年記念大会において独吟する権利を贈呈致します。 

静の吟 動の吟勉強会 各回課題四題より１題選択・講師：四代心風 ・受講料２０００円 
動の吟 １月３１日(水)１０時半～１２時  ２月 ８日(木)１４時～１５時半 
静の吟 １月１８日(木)１０時半～１２時  ２月 ６日(火)１４時～１５時半 

要 項 出場資格 五段までとする 
出場人数 ３人１チームは従来通り変わらないが３人そろわない場合は１支部２人いれば 

出場可とする ※但し、この場合は内１人が２種類を吟ずる事 
        その際の出吟料は４千円＋２千円 計６千円とする 

    例＝対象が４人いる場合は２人、２人で２チーム作っても結構です 


